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三
味
線
が
つ
な
ぐ

故ふ
る
さ
と郷
へ
の
思
い

　

盆
踊
り
会
場
で
、
和
太
鼓
を

叩
く
松
本
純
一
さ
ん
。
力
強
い

リ
ズ
ム
を
刻
む
一
方
で
、
隣
で

三
味
線
を
奏
で
る
4
人
の
若
者

に
時
折
目
を
向
け
ま
す
。

　
実
は
松
本
さ
ん
、
二
十
数
年
前

に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
三
味
線
を
教
え
て

い
た
先
生
で
す
。「
や
っ
ぱ
り
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
故
郷
を
誇
り

に
感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み
が

大
事
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
が

自
然
と
故
郷
へ
の
愛
着
を
育
み
、

成
長
し
て
も
盆
踊
り
の
た
め
に

集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な

の
顔
を
見
る
と
、
本
当
に
う
れ

し
い
」
と
感
慨
深
げ
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

４
人
の
若
者
は
、
も
ち
ろ
ん

松
本
さ
ん
の
教
え
子
た
ち
。
現

在
、
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
宮

近
千
佳
さ
ん
は
「
幼
稚
園
の
頃
か

ら
松
本
さ
ん
に
三
味
線
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
毎
年
の
よ
う
に

盆
踊
り
で
弾
い
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
帰
郷
し
て
盆
踊
り
に
参

加
す
る
の
は
、
私
に
と
っ
て
当

た
り
前
の
こ
と
。
そ
れ
に
顔
を

出
す
と
松
本
さ
ん
や
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
す
。
一
緒
に
三
味
線
を
習
っ

た
幼
馴
染
に
逢
え
る
の
も
、
楽

し
み
の
一
つ
で
す
」
と
、
故
郷
に

抱
く
思
い
を
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

地
域
の
未
来
を
紡
ぐ
た
め
に

　

下
大
隈
の
里
踊
り
は
、
地
域

の
誇
り
で
あ
り
、
地
域
を
つ
な

ぐ
絆
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今

も
踊
り
継
が
れ
る
の
は
、
地
域

全
体
が
一
つ
と
な
っ
て
守
り
、

育
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
。
地
域

の
一
人
一
人
が
、
そ
の
歴
史
や

文
化
の
バ
ト
ン
を
次
の
世
代
に

渡
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
に
も
、
伝
統

芸
能
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
誇
り
や
愛
着
は
あ
る
も
の
。

そ
れ
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と

が
、
と
て
も
大
切
で
す
。
日
々

の
生
活
の
中
で
、
地
域
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
―
―
。

そ
ん
な
積
み
重
ね
が
、
故
郷
を

豊
か
に
し
、
次
の
世
代
へ
と
誇

れ
る
も
の
を
残
し
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
今
、
ど
の
よ
う
に

地
域
と
向
き
合
い
、
そ
の
思
い

を
次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

の
か
。
地
域
に
目
を
向
け
、
そ

れ
ぞ
れ
が
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

未
来
を
紡
ぐ
力
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
の
中
に
あ
る
の
で
す
。

下
大
隈「
里
踊
り
」

　

下
大
隈
の
里
踊
り
は
、
４
つ
の

演
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
汐し

お

く
み
」「
思し

あ
ん
ば
し

案
橋
」

「
川か

わ
ふ
ね舟
」
の
３
曲
は
、
中
間
市
史

上
巻
に
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
て

お
り
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く

歴
史
あ
る
演
目
で
す
。
も
う
一

つ
の
「
下
大
隈
ふ
る
さ
と
音
頭
」

は
、
戦
後
の
若
者
た
ち
が
自
然

発
生
的
に
踊
り
始
め
た
「
大
隈
音

頭
」が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
里
踊
り
は
唄
と
和
太

鼓
、
そ
し
て
三
味
線
に
よ
る
生

演
奏
が
特
徴
で
す
。 

地じ

か

た方
の
皆

さ
ん
が
奏
で
る
音
色
が
、
踊
り

子
の
舞
を
い
っ
そ
う
鮮
や
か
に

彩
り
ま
す
。

地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能

　

伝
統
芸
能
と
聞
く
と
、
何
か

と
後
継
者
不
足
の
イ
メ
ー
ジ
が

…
。
里
踊
り
も
例
外
で
は
な
く

「
戦
後
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
次

第
に
踊
ら
れ
な
く
な
っ
た
ん
よ
」

と
話
す
吉よ

し

だ田
靖や

す

こ子
さ
ん
。
踊
り

の
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
傍

ら
、
下
大
隈
里
踊
り
保
存
会
（
以

下
「
保
存
会
」）
の
会
長
と
し
て

そ
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
は
地
元
有
志
が
集
い
、

33
年
前
の
平
成
３
年
に
結
成
。

活
動
当
初
は
、
い
ろ
ん
な
苦
労

に
直
面
し
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
も
吉
田
さ
ん
は
「
週
一

回
の
練
習
を
重
ね
、
盆
踊
り
や

木
屋
瀬
芸
術
祭
な
ど
で
里
踊
り

を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

23
年
か
ら
は
、
下
大
隈
自
治
会

も
参
加
し
、
２
カ
月
に
一
回
ほ
ど

の
ペ
ー
ス
で
練
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
地
域
全
体
で
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
よ
」と
誇
ら
し
げ
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結
び
、

最
近
で
は
若
者
３
人
が
、
保
存

会
に
新
規
入
会
し
た
そ
う
で
す
。

「
地
域
全
体
で
里
踊
り
を
守
ろ
う

と
す
る
動
き
が
少
し
ず
つ
広
ま

っ
て
い
る
。
心
強
い
ね
」
と
、
今

後
の
さ
ら
な
る
広
が
り
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

特集特集

ぐ紡tsu mu gutsu mu gu    

今
年
の
夏
も
市
内
各
地
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
盆
踊
り
。

炭
坑
節
な
ど
、
多
く
の
地
域
で
踊
ら
れ
る
演
目
が
あ
る
一
方
で
、

下
大
隈
に
２
０
０
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
「
里
踊
り
」
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
大
切
な
伝
統
芸
能
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
踊
り
を
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
た
い
―
―

そ
ん
な
思
い
が
紡つ

む

ぎ
出
す
地
域
の
絆
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

【
地
方（
じ
か
た
）】

踊
り
子
の
傍
ら
で

三
味
線
を
弾
き
、

唄
を
奏
で
る
役
割

を
担
う
人
た
ち
。

下大隈の盆踊り会場で三味線を奏でた皆さん。記事に登場する下大隈の盆踊り会場で三味線を奏でた皆さん。記事に登場する
松松
まつもとまつもと

本本    純純
じゅんいちじゅんいち

一一さんはさんは前列左１人目前列左１人目、、宮宮
みやちかみやちか

近近    千千
ち かち か

佳佳さんはさんは後列左１人目後列左１人目

1_ 盆踊り前に自治会主催の練習会で汐くみを踊る様子　
2_「金寸一封、踊り子総連中にくださ～る」とやぐらの上
でお花の紹介　3,4_ 汐くみを踊る様子。網傘を被ってさ
らに日傘を持って踊るところが特徴　5_ 盆踊り会場では、
焼鳥が振る舞われた　6_ 手拭いを使って踊る川舟

伝伝 統芸能を後世に残すためには、若統芸能を後世に残すためには、若
い世代がその技を学び、受け継ぐい世代がその技を学び、受け継ぐ

ことが不可欠です。しかし、下大隈を含め、ことが不可欠です。しかし、下大隈を含め、
多くの地域で後継者不足が深刻な課題とな多くの地域で後継者不足が深刻な課題とな
っています。っています。特に三味線などの地方を担う特に三味線などの地方を担う
人材が減少しているのが現状です。人材が減少しているのが現状です。
　だからこそ、下大隈の子どもや若者たち　だからこそ、下大隈の子どもや若者たち

には、この貴重な伝統芸能を受け継いでほには、この貴重な伝統芸能を受け継いでほ
しいと願っています。しいと願っています。そして、里踊りがこそして、里踊りがこ
の地に若者を集わせ、新たな活気をもたらの地に若者を集わせ、新たな活気をもたら
してくれることを期待します。してくれることを期待します。
　下大隈には、地域の誇りとなる伝統芸能　下大隈には、地域の誇りとなる伝統芸能
がある――。この誇りを、未来へと継承しがある――。この誇りを、未来へと継承し
ていくことが、私たちの使命です。ていくことが、私たちの使命です。

未来への継承が私たちの使命です

下大隈里踊り保存会
会長  吉田  靖子さん

InterviewInterview

※

※

１2

3

5

6

4
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令和６年10月から
児童手当制度が拡充します

児童手当法の一部改正により、10月から児童手当制度が変わります。
世帯の状況により、手続きが必要です。９月中に18歳以下の子どもがいる
世帯へ案内を送付しますので、確認してください。

●問合先
　こども未来課子育て係　
　☎（２４６）６２４８

変更内容 令和６年９月まで 令和６年10月から

支給対象 15歳到達後の最初の年度末まで
（中学校卒業年代まで）

18歳到達後の最初の年度末まで
（高校卒業年代まで）

所得制限限度額
所得上限限度額 あり なし

第３子以降加算額
（多子加算） 月額１万５千円 月額３万円

第３子以降の
カウント方法

18歳年度末まで
（高校卒業年代まで）

22歳年度末まで
( ４年制大学卒業年代まで）

支払回数 年３回（２月・６月・10月） 年６回（２月・４月・６月・８
月・10月・12月）

※この制度改正に伴い、12月支給から
支払通知のハガキを廃止します。
今後は、支払日以降に通帳の記帳など
により振り込みを確認してください。

●支給額
（　　…10月から改定された内容）

【第１子、第２子】
３歳未満…１万５千円
３歳以上高校生年代まで…１万円

【第３子】
０歳以上高校生年代まで…３万円

 \  /原さんや専門の先生の話を聞いて
ワクチンに対する怖さが軽減されました。

講演会に参加した希望が丘高校と中間高校の生徒さん

HPV ワクチンで
子宮頸

け い

がんを予防しませんか？

 キャッチアップ接種対象の皆さんへ
無料接種は令和７年３月までです！  / \

HPV とは？
　HPV（ヒトパピローマウイルス）は皮膚病や性感染症の原因で知ら
れるウイルスです。

感染したらどうなるの？
　HPV の感染がきっかけで子宮頸がんになってしまうことがありま
す。子宮頸がんは若い女性に発症が多い病気で、日本では毎年約1.1
万人罹患しています。さらに毎年約2,900人が命を失っています。
　子宮頸がんワクチンを接種することで原因の最大90％を防ぐこと
ができます。

接種を希望する人へ
　接種は合計３回で、完了するまでに約６カ月かかります。９月までに
１回目を接種できるように医療機関に予約してください。
　なお、接種するときはワクチンの効果や接種後の副反応などを十
分に理解した上で受けてください。

●対　象　平成９年４月２日～平成20年４月１日に生まれた女性
●料　金　無料
※令和７年４月以降は全額自己負担（約９万円）になります。
●持ち物　母子健康手帳、本人確認書類（マイナンバーカードなど）

子宮頸部
（子宮頸がんが
発生する部分）

子宮体部

【子宮の断面図】

●問合先
　こども家庭センター母子保健係
　☎（２４５）８７１７

　

７
月
27
日
、
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
タ
レ
ン
ト

の
原は

ら

千ち

あ

き晶
さ
ん
に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

原
さ
ん
は
30
歳
の
と
き
に
子

宮
頸
が
ん
、
35
歳
の
と
き
に
は

子
宮
体
が
ん
と
2
度
の
が
ん
を

経
験
。「
が
ん
は
予
防
で
き
る
病

気
の
一
つ
で
す
。
少
し
で
も
異

変
を
感
じ
た
ら
病
院
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
」
と
自
ら
の
体
験

談
を
も
と
に
健
康
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
ほ
か
に
福
田
健
次

市
長
と
J
C
H
O
九
州
病
院
産

婦
人
科
医
の
池い

け
の
う
え

之
上
李り

つ

こ

都
子
先

生
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
啓
発
講
座
が

行
わ
れ
ま
し
た

▲実施医療機関
など詳しくは市
ホームページで確
認してください。

児童手当手続き確認フローチャート
　以下のフローチャート図から確認のうえ、要件に当てはまる場合は手続きをお願いします。
生計中心者が公務員の場合や、他市町村から児童手当（特別給付）を受給している場合は除きます。
　この図は参考ですので、全ての人に当てはまるものではありません。

5 Nakama City Public Relations
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中間市役所
【開庁日時】
 土曜・日曜日、祝日、年末年始
 （12 月 29 日～１月３日）を除く
 8 時 30 分～ 17 時 15 分

KBCテレビの地上デジタル・データ放送で
中間市のお知らせを発信しています。KBC
でリモコンのｄボタンを押してください。

KBC「ｄボタン広報誌」で情報発信中
2

1

若年性認知症での困りごとなどについて、相談に応じます。前日
までに電話で予約してください。
●日時　10月15日金・13時30分～15時
●場所　市役所別館地下会議室
●問合先　介護保険課　☎（２４5）7716

若年性認知症に関する相談会

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受付　月曜日～金曜日・９時～16時
●�場所　ハピネスなかま本館
●問合先　市民生活相談センター　☎（２４６）１０３０

市 民 生 活 相 談

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です。
●�日時　10月５日土、19日土・15時～17時
※今年度より両日とも土曜日に行います。
●場所　ハピネスなかま本館
●問合先　企画課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。定員は６人です。
前日までに窓口で予約してください。
●日時　10月５日土、18日金・15時～17時
●場所　ハピネスなかま本館
●問合先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受付　月曜日～金曜日・９時～17時
●�問合先　こども未来課家庭児童相談係（ハピネスなかま本館）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受付　月曜日～金曜日・９時～16時30分
●場所　商工観光課（市役所別館２階）
●問合先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
２日前までに電話で予約してください。
●������日時　10月10日木・10時～16時
●場所　ハピネスなかま本館
●申込・問合先　福岡県交通事故相談所　☎092（643）3168

県巡回交通事故相談

●�日時・場所
○第１火曜日・第３月曜日・13時～14時…福祉支援課
○第１火曜日・14時30分～15時30分…ハピネスなかま本館
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、一人一人に合わせた相談に応じます。
●�受付　月曜日～金曜日・８時30分～17時15分
●場所・問合先　人権センター　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

●受付　毎月第２日曜日・10時～正午
●場所　ハピネスなかま本館
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

身体障がい者福祉相談

Facebookホームページ Instagram X（旧：Twitter）

　

来
年
４
月
に
小
学
校
入
学

予
定
者
を
対
象
に
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す
。

　

校
区
ご
と
に
期
日
を
指
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
都
合
が
悪

い
場
合
は
、
教
育
総
務
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
済
み
の
予
防
接
種
を

母
子
健
康
手
帳
な
ど
で
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
・
対
象
校
区

○
10
月
３
日
木
…
底
井
野
小
学

校
、
中
間
小
学
校
、
中
間
南

小
学
校

○
10
月
10
日
木
…
中
間
東
小
学

校
、
中
間
北
小
学
校
、
中
間

西
小
学
校

※
受
付
時
間
は
、
保
育
園
・
幼

稚
園
ご
と
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
郵
送
配
布
済
み

の
健
康
診
断
通
知
書
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
場

所　

生
涯
学
習
課
仮
事

務
所（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
対

象　
平
成
30
年
４
月
２

日
～
平
成
31
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
小
学
校
入
学
予
定
者

●
持
ち
物

〇
母
子
健
康
手
帳

○
健
康
診
断
通
知
書

※
届
い
て
い
な
い
場
合
や
内

容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
教

育
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

小学校入学予定者の健康診断
●問合先　教育総務課　☎（２４６）６２２１

　

総
合
計
画
は
、
市
の
こ
れ
か

ら
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
考
え
方
や
方
向

を
示
す
も
の
で
、 

総
合
的
・
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
基
本
的
な
指
針
と

な
る
も
の
で
す
。

　

中
間
市
第
４
次
総
合
計
画
の

理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
時
代
の
変

遷
に
対
応
す
る
た
め
、「
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
」
や
「
将
来
都
市

構
想
」、「
政
策
の
大
綱
」
を
定
め

た
「
中
間
市
第
５
次
総
合
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
６

月
５
日
、
福
田
市
長
か
ら
中
間

市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
に
見

解
を
求
め
ま
し
た
（
諮
問
）。

　

審
議
会
で
は
慎
重
な
議
論
が

重
ね
ら
れ
、
令
和
６
年
８
月
６

日
、
同
審
議
会
の
内う

ち
だ田
晃あ

き
ら

会
長

（
北
九
州
市
立
大
学
教
授
）
か
ら

福
田
市
長
に
答
申
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
こ
の
答
申
を
受
け
、

最
終
的
な
中
間
市
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
手
続
き
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
接
種
期
間　
10
月
１
日
火
～

令
和
７
年
３
月
31
日
🈷

●
対

象

○
65
歳
以
上
の
人

○
60
～
64
歳
で
心
臓
等
に
障
が

い
が
あ
り
、
医
師
が
認
め
た
人

※
右
記
の
対
象
者
以
外
で
も
、

希
望
者
は
全
額
実
費
で
接
種
が

可
能
で
す
。

●
自
己
負
担
額

〇
イ
ン
フ
ル
…
１
５
０
０
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
…
３
３
０
０
円

　

生
活
保
護
受
給
者
・　
　
　

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　

接
種
時
に
次
の
い
ず
れ
か
の

書
類
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

①
生
活
保
護
証
明
書
類（
医
療

券
）、
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
、
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
、
介
護
保
険
特

定
負
担
限
度
額
認
定
証
、
令

和
６
年
度
介
護
保
険
料
額
決

定
通
知
書（
所
得
段
階
１
～
３
）

②
無
料
予
診
票

※
①
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
対

し
、
９
月
25
日
水
か
ら
健
康
増

進
課
健
康
係（
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

別
館
内
）、
健
康
増
進
課
、
生
活

支
援
課
で
交
付
し
ま
す
。
接
種

前
に
必
ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
手
続
き
に
は
本
人
確
認

書
類
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

中間市総合計画策定審議会からの答申

高齢者インフル・高齢者新型コロナワクチン定期予防接種

●問合先　企画課　☎（２４６）６２３４

●問合先　健康増進課健康係　☎（２４６）１６１１
　　

最
近
、
市
内
で
右
の
よ
う
な

チ
ラ
シ
が
投
函
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
を
収
集
・
運
搬
す

る
に
は
、
行
政
か
ら
の
許
可
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
許
可
業
者

は
、
こ
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
せ
ん
。

　

無
許
可
業
者
へ

の
依
頼
は
、
不
法

投
棄
や
高
額
請
求

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。
ご
み
の
適

切
な
処
分
方
法
や

地
区
ご
と
の
許
可

業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

家
庭
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ごみ収集、無許可の業者を利用しないで！
●問合先　環境保全課　☎（２４５）５３００

▼無許可業者のチラシイメージ

▲市ホームページ

▲家庭ごみ分別
ガイドブック

オイルを使ったベビーマッサージ
●申込・問合先　こども家庭センターこども支援係　☎（２４５）５５５７

　

お
子
さ
ん
の
肌
に
触
れ
、
優
し

く
語
り
か
け
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と

し
た
時
間
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

10
月
9
日
水
・
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
対
象　

３
～
８
カ
月
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
着

替
え
、
飲
み
物

●
定
員　
20
人
程
度

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
10
月
８
日
火

●
場
所

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
ハ
ピ
ネ

ス
な
か
ま
本
館
内
）

　8 月 18 日、県営筑豊緑地プールで「第 67
回福岡県民スポーツ大会」の水泳競技が開催さ
れました。真夏の日差しが照りつけ、プール
の水面が輝きを増す中、会場となった飯塚市
の最高気温は 36.2 度を記録。猛暑の中で行わ
れたこの大会に、中間市から初出場の 2 人を
含む 5 人の選手が挑みました。
　その中でも、市選手団の旗手を務めた奥

お く も と

本
一
か ず お

夫さん。今年で 17 回連続出場を果たし、男
子 50m 自由形（50 歳～ 54 歳の部）では力強
い泳ぎで見事 2 位に輝きました。
　「普段からスポーツジムで泳ぎ、陸上でのト
レーニングにも励んでいます。今年は 2 位で

したが、来年は
さらに努力を重
ねて 1 位を目指
したい」と奥本
さん。
　 そ の 熱 意 は、
猛暑の日差しを
も跳ね返すかの
ようで、来年に
向けた挑戦がす
でに始まってい
ます。

17 回連続出場、来年もこの舞台へ
なかまNewTopic

市長に答申を行う内田会長
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文芸歳時記文芸歳時記 あ
す
な
ろ
猫
事
業
の
申
し
込

み
（
不
妊
・
去
勢
支
援
事
業
）

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て

不
妊
・
去
勢
手
術
の
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
支
援
対
象
は
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

　
当
選
者
に
は
手
術
場
所
な
ど
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
落
選
者
へ
の
連
絡
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
手
術
実
施
期
間

　
10
月
15
日
火
～
12
月
15
日
日

●
料

金
（
税
込
・
１
頭
に
つ
き
）

○
メ
ス
…
１
１
０
０
０
円

○
オ
ス
…
５
５
０
０
円

※
耳
先
カ
ッ
ト
費
を
含
み
ま
す
。

●
対

象

　
市
内
、
遠
賀
郡
在
住
者

●
持
ち
物

　
手
術
代
、
手
術
同
意
書

※
別
途
、
ノ
ミ
・
ダ
ニ
駆
除
代
な

ど
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
手
術
数　
400
頭（
予
定
）

●
申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

な
い
人
は
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
締
切　
10
月
１
日
火

●
問
合
先　
福
岡
県
獣
医
師
会

　
☎
０
９
２（
７
５
１
）４
７
４
９

が
ん
の
在
宅
療
養
に
つ
い
て

学
べ
る
公
開
講
座

　
が
ん
の
在
宅
療
養
に
つ
い
て
の

講
演
と
意
見
交
換（
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
10
月
19
日
土
・
13
時

30
分
～
16
時

●
場

所　
水
巻
町
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル（
水
巻
町
頃
末
北
一

丁
目
１
‐
２
）

●
定

員　
250
人

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

●
問
合
先　
遠
賀
中
間
医
師
会
在

宅
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
８
１
）３
１
０
０

　
FAX（
２
８
１
）３
１
０
５

離
乳
食
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
の

講
話
や
離
乳
食
の
調
理
方
法
紹
介

を
実
際
に
食
品
を
使
っ
て
行
い
ま

す
。
試
食
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
の
計
測
を
希
望
す

る
人
は
当
日
実
施
し
ま
す
。

●
日

時　
10
月
8
日
火
・
10
時

～
11
時
30
分（
受
け
付
け
は
９

時
30
分
か
ら
）

●
対

象　
５
カ
月
～
１
歳
６
カ

月
ご
ろ
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
４
カ
月
児
健
診
時
に

配
布
し
た
離
乳
食
パ
ン
フ
レ
ッ

ト（
４
カ
月
児
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人
は
当
日
配
布
し
ま

す
）、
バ
ス
タ
オ
ル（
計
測
希
望

者
の
み
）

●
定

員　
先
着
６
組

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
10
月
１
日
火

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係

（
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
本
館
内
）

　
☎（
２
４
５
）８
７
１
７

性
や
妊
娠
に
関
す
る
悩
み
を

相
談
し
ま
せ
ん
か

　

福
岡
県
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア（
妊
娠
前
の
健
康
管
理
）セ
ン

タ
ー
で
は
妊
娠
、
出
産
を
考
え
て

い
な
く
て
も
、
健
康
で
よ
り
豊
か

な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
性
や
妊
娠
な
ど
に
関
す
る
悩
み

ご
と
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
助
産
師
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時

　
日
曜
～
木
曜
日
・
10
時
～
18
時

※
祝
日
、
夏
季
休
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。

●
場

所　
福
岡
県
千
代
合
同
庁

舎
１
階（
福
岡
市
博
多
区
千
代

一
丁
目
20
‐
31
）

●
相
談
方
法

　
電
話
、
メ
ー
ル
、
面
談

●
問
合
先　
福
岡
県
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
４
０
９
）４
９
３
６

市
民
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

　
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル　
　

　
作
品
展
示
・
表
彰
式

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し

た
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
展
示
と
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

●
展
示
期
間

　
10
月
５
日
土
～
25
日
金

※
最
終
日
は
16
時
ま
で
で
す
。

●
表
彰
式

　
10
月
13
日
日
・
11
時
30
分
か
ら

　
読
書
週
間
お
は
な
し
会

　

読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て
、「
な

か
ま
フ
レ
ン
ズ
」
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
日

時

　
10
月
26
日
土
・
11
時
か
ら

●
定

員　
15
人
程
度

　
い
ず
れ
も

●
場
所
・
問
合
先　
市
民
図
書
館

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

な
か
ま
愛
句
会

な
か
ま
愛
句
会

俳俳  

句句

誕
生
日
の
宅
配
便
の
花
束
を
胸
に
引
き
寄
せ
か
ほ
り
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
三
丁
目 

白　

石　

美
佐
子

大
観
の
「
不
二
霊
峰
」
を
仰
ぎ
つ
つ
記
憶
を
辿
る
富
士
御
来
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目 

高　

田　

厚　

子 

日
の
暮
れ
に
雀
ら
交
は
す
「
又
あ
し
た
」
真
似
し
て
帰
る
ベ
ン
チ
の
吾
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
一
丁
目 

大　

内　

紘　

子

中
間
短
歌
会

中
間
短
歌
会  

選選

短短  

歌歌

朱あ
け

の
実
は
亡つ

ま妻
の
ほ
ほ
ゑ
み
ゆ
す
ら
う
め

　
　
　

太
賀
四
丁
目 

橋　

本　

秀　

夫

漆
黒
の
山
な
み
浮
か
べ
揚
花
火

　
　
　

鍋
山
町 

岩　

下　

マ
ス
子

ふ
る
さ
と
は
み
ど
り
十
色
に
し
づ
か
な
り

　
　
　

通
谷
一
丁
目 

尾　

仲　

美
智
子

注
が
れ
た
目
線
の
奥
に
あ
る
嫉
妬

　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目 

大　

串　

美
佐
子

電
車
内
み
ん
な
ス
マ
ホ
と
話
し
て
る

　
　
　

中
間
三
丁
目 

宮　

川　

佳　

子

ペ
ダ
ル
こ
ぎ
風
と
競
争
夏
の
朝

　
　
　

桜
台
一
丁
目 

向　

井　

由
紀
子

吉
富
吉
富  

廣廣    

選選

川川  

柳柳

申し込みはこちら

募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

（
抽
選
方
式
）

　
募
集
対
象
団
地
や
戸
数
、
申
込

方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
募
集
案
内
書
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
募
集
案
内
書
に
同

封
し
て
い
る
申
込
書
を
記
入

し
、
窓
口
に
提
出

●
申
込
締
切　
９
月
24
日
火

●
入
居
資
格

○
市
内
に
居
住
・
通
勤
者
で
、
収

入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

○
現
在
、
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な

い
人（
全
て
の
世
帯
員
）

○
暴
力
団
員
で
な
い
人

○
市
営
住
宅
条
例
に
基
づ
く
入
居

条
件
を
満
た
す
人

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所
・
申
込
・

問
合
先　
都
市
計
画
課

　
☎（
２
４
６
）６
１
５
５

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
10
月

か
ら
の
後
期
会
員
を
募
集

　
ド
ッ
チ
ビ
ー
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
期

日　
毎
月
第
２
、４
月
曜
日

●
時

間　
18
時
～
19
時

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
料

金(

後
期
分)

〇
子
ど
も
会
員（
18
歳
未
満
）
…

３
５
０
０
円

〇
大
人
会
員（
高
校
生
を
除
く
18

歳
以
上
）
…
５
千
円

※
別
途
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

が
か
か
り
ま
す
。

●
対

象　
小
学
生
～
大
人

●
無
料
体
験　
一
人
２
回
ま
で

※
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
・
問
合
先　
な
か
ま
元
気

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局（
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

ス
ポ
ー
ツ
塾
で
運
動
し
ま
せ

ん
か
（
未
就
学
児
）

　
月
に
４
回
、
跳
び
箱
や
鉄
棒
な

ど
基
礎
的
な
運
動
を
学
べ
ま
す
。

●
期

日　
月
曜
日

●
時

間　
16
時
～
17
時

●
料

金　
３
４
０
０
円（
月
額
）

●
対

象　
年
少
～
年
長
児

●
持
ち
物　
屋
内
用
靴
、
運
動
し

や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
申
込
方
法　
窓
口

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ

ー
認
定
研
修
会
受
講
者
募
集

　
全
７
日
間
か
け
て
子
育
て
全
般

を
学
び
、
地
域
の
子
育
て
を
応
援
、

支
援
し
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
12
月
３
日
火
、
６
日

金
、
10
日
火
、
12
日
木
、
13
日

金
、
17
日
火
、
20
日
金

●
場

所　
八
幡
西
生
涯
学
習
総

合
セ
ン
タ
ー
折
尾
分
館（
八
幡

西
区
南
鷹
見
町
６
‐
１
）

●
対

象　
県
内
在
住
で
子
育
て

を
応
援
し
た
い
60
歳
以
上
の
人

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切　
11
月
19
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
生
涯

現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー

内
「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
（
〒
812
‐

０
０
１
３　
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
東
一
丁
目
１
‐
33
は
か
た

近
代
ビ
ル
５
階
）

　
☎
０
９
２（
４
８
１
）１
３
１
２

　
FAX
０
９
２（
６
２
３
）５
６
７
７

お
知
ら
せ

中
間
市
こ
ど
も
計
画
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　
「
中
間
市
こ
ど
も
計
画
」
を
策

定
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
回
答
者
個
人
が
特
定
さ
れ
た
り
、

回
答
内
容
を
他
の
目
的
の
た
め
に

利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
間
市
若
者
の
生
活
に　
　
　

　
関
す
る
意
識
調
査

●
対

象　
無
作
為
抽
出
で
15
歳

～
39
歳
の
市
民
２
千
人

●
調
査
内
容　
若
者
の
生
活
の
実

態
や
意
識
を
把
握
す
る
も
の

　
中
間
市
こ
ど
も
計
画
策
定
に　

　
係
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

●
対

象　
未
就
園
児
の
保
護
者

●
調
査
内
容　
教
育
・
保
育
事
業

や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
も
の

　
い
ず
れ
も

●
調
査
依
頼
書
の
送
付
時
期

　
９
月
上
旬

●
問
合
先　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

第
46
回
筑
前
中
間

や
っ
ち
ゃ
れ
祭
開
催
し
ま
す

　
や
っ
ち
ゃ
れ
（
や
っ
て
や
ろ
う

じ
ゃ
な
い
か
）
の
精
神
を
基
に
ふ

る
さ
と
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
祭
で
す
。

　
青
空
市
場
や
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い
催
し
物

が
目
白
押
し
で
す
。
多
く
の
人
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
10
月
20
日
日
・
９
時

～
15
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
周
辺

●
問
合
先　
筑
前
中
間
や
っ
ち
ゃ

れ
祭
実
行
委
員
会

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
５

食
生
活
改
善
推
進
会
の

料
理
教
室

　
福
岡
県
産
水
産
物
を
使
っ
た　

　
料
理
教
室

　
食
の
安
心
・
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
魚
食
の
機
会
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
10
月
１
日
火
・
９
時

30
分
～
正
午

　
福
岡
県
産
ノ
リ
を
使
っ
た　
　

　
料
理
教
室

　

ノ
リ
調
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
10
月
９
日
水
・
９
時

30
分
～
正
午

　
い
ず
れ
も

●
場

所　
生
涯
学
習
課
仮
事
務

所（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
料

金　
500
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

手
拭
き
、
マ
ス
ク

●
定

員　
20
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
９
月
24
日
火

●
申
込
・
問
合
先

　
健
康
増
進
課
健
康
係

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

特
定
外
来
生
物

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

　
特
定
外
来
生
物
の
セ
ア
カ
ゴ
ケ

グ
モ
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
活

発
に
活
動
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
疑
わ
し
い
ク
モ
を
発
見

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

〇
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

〇
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所

　
☎
０
９
４
０
（
３
６
）
２
４
７
５
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有
料
広
告
欄

無線放送が聞き取れなかっ
た場合はお電話ください。
通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線
確認ダイヤルサービス

☎０５０（５５７８）２６２４

もえるごみの搬入量は、前年度比
３％の減量を目標にしています。
ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

令和６年度
（前年当月）

増減率

７月
808,590㎏��

（787,180㎏）
＋2.7％

累計
3,238,430㎏

（3,242,380㎏）
－０.1％

日 曜 10　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 火 ○福岡県産水産物を使った料理教室　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（9:30~12:00）
2 水

3 木 ○就学時健診（底井野小・中間小・中間南小学校区）　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）
○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

4 金 ○１歳６カ月児健診　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（受付12:45から）

5 土
○読書感想画コンクール作品展示（10/25まで）　市民図書館　（最終日は16:00まで）
○ハーモニーミニ寄席（出演者：柳亭小痴樂）　なかまハーモニーホール　（14:00開演）
○図書館員おはなし会　市民図書館　（14:30から）

6 日

○なかまスポーツフェスタ2024【開会式】　体育文化センター　（8:30から）
○やっちゃれウォーキング大会　市役所前河川敷駐車場　（9:00から）
○ニュースポーツ「アジャタ（玉入れ競技）」　体育文化センター　（9:30から）
○中間市内ウォーキング　体育文化センター　（9:30から）
○なかまペタンク（屋外）大会　太陽の広場　（13:00から）

7 月
8 火 ○離乳食教室　ハピネスなかま本館　（受付9:30から）

9 水
○福岡県産ノリを使った料理教室　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（9:30~12:00）
○子育て講座「ベビーマッサージ」　ハピネスなかま本館　（10:30~11:30）
○なやみごと相談　人権センター　（13:30~15:30）

10 木

○なかまゲートボール大会　太陽の広場　（8:30から）
〇「女性のための無料就職相談」（10/８までに要予約）　人権センター　（10:00～12:00）
○就学時健診（中間東小・中間北小・中間西小学校区）　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）
○保育所11月入所申込締切　こども未来課窓口　（17:15まで）
○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

11 金
12 土 ○メンズキッチン「秋季」②　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（9:30~12:30）

13 日

環境美化の日
○マイナンバーカード交付窓口　市民課　（9:00～12:00）
○中間市ママさんバレーボール連盟秋季大会　中間西小学校体育館　（9:00から）
○ソフトテニス大会　ジョイパルなかま庭球場　（9:00から）
○読書感想画コンクール表彰式　市民図書館　（11:30から）

14 月
15 火

16 水 〇４カ月児・７カ月児健診　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（受付12:45から）
○ブックスタート（7カ月児）　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（13:30から）

17 木 ○集団健診（予約者のみ）　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（8:30から）
○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

18 金 ○集団健診（予約者のみ）　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（8:30から）
19 土 ○おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00から）

20 日 ○第46回筑前中間やっちゃれ祭　なかまハーモニーホール周辺　（9:00~15:30）
○ギラヴァンツ北九州サッカー教室　中間小学校グラウンド　（前日土曜日と当日雨天時は体育館）　（10:00から）

21 月
22 火
23 水

24 木
○３歳児健診　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（受付12:45から）
〇セカンドブック（3歳児）　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（13:30から）
○ミュージック・スクエア♪323ロス・フレスカ　なかまハーモニーホール　（18:30開演）
○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

25 金
26 土 ○読書週間おはなし会　市民図書館　（11:00から）
27 日 ○なかまビーチボールバレー選手権大会　中間東小学校体育館　（9:00から）
28 月 ○集団健診（予約者のみ・10/31まで）　生涯学習課仮事務所（旧保健センター）　（8:30から）
29 火
30 水
31 木 ○市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

■ 人 の 動 き ■
令和６年７月末現在（前月比）

○人 口…39,151 人（－ 64）
○ 男 …18,419 人（－ 36）
○ 女 …20,732 人（－ 28）
○世帯数…20,459 世帯（－ 51）

■ 交 通 事 故 発 生 件 数 ■
 ６月 累計

件 数 ８件�� 86 件
死 者 0 人 0 人
負傷者 ９人 109 人

■ 火 災 発 生 件 数 ■
７月 累計

建 物 １件�� ４件
その他 ０件 ３件
件 数 １件 ７件

有
料
広
告
欄

お
知
ら
せ

カ
フ
ェ
＆
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
を
行
い
ま
す

　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
生

活
に
お
困
り
の
世
帯
を
対
象
に
食

品
な
ど
の
無
料
配
布

と
、
カ
フ
ェ
や
遊
び

場
を
提
供
し
ま
す
。

●
日

時　
９
月
28
日
土
・
12
時

30
分
～
15
時
30
分

●
場

所

　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
本
館

●
申
込
方
法

　
電
話
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

●
申
込
締
切　
９
月
20
日
金

●
申
込
・
問
合
先

　
中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
２
４
４
）１
２
３
０

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

撤
去
費
を
補
助
し
ま
す

　
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
際
に

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る

人
身
事
故
の
防
止
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
道
路
に
面
し
た
倒
壊
の
危

険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

所
有
者
に
対
し
て
撤
去
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
工
事　
道
路
に
面
す
る
高

さ
が
１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
全
て
ま

た
は
一
部
撤
去
す
る
工
事

●
補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
２
、
ま
た
は
上
限
額

16
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
込
方
法　
窓
口

●
申
込
締
切　
12
月
27
日
金

●
問
合
先　
建
設
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
よ
う

　
９
月
10
日
火
か
ら
16
日
祝
ま
で

は
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
電
話

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
相
談

〇
＃
い
の
ち
Ｓ
О
Ｓ

　
☎
０
１
２
０（
０お

も

い

６
１
）３さ

さ

え

る

３
８

〇
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
２
０（
２つ

な

ぐ

７
９
）３さ

さ

え

る

３
８

〇
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

　
☎
０
１
２
０（
９
９
）７
７
７
７

〇
子
供
の
Ｓ
О
Ｓ
の
相
談
窓
口

　
☎
０
１
２
０（
０
）７な

や

み

い

お

う

８
３
１
０

や
っ
ち
ゃ
れ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
に
は
二
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
か
ら
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日

時

　

10
月
６
日
日
・
９
時
か
ら（
受

け
付
け
は
８
時
～
10
時
）

●
距

離　
７
㎞
（
蓮
花
寺
、
通

谷
、
朝
霧
、
池
田
、
中
尾
地
区
）

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
会
場

　
市
役
所
前
河
川
敷
駐
車
場

●
定

員　
300
人
・
先
着
順

●
参
加
費　
500
円

※
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

●
申
込
締
切　
９
月
30
日
🈷

●
問
合
先

　
中
間
商
工
会
議
所
青
年
部

　
☎（
２
４
５
）１
０
８
１

市
役
所
で
の
福
岡
県
民
手
帳

の
販
売
が
終
了
し
ま
す

　
「
福
岡
県
民
手
帳
」
の
福
岡
県

統
計
協
会
で
の
発
行
は
２
０
２
４

年
版
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
福
岡
県
統
計
協
会
や

支
部
（
市
役
所
、
役
場
）
で
の
販

売
も
終
了
と
な
り
ま
す
。
10
月
25

日
金
発
売
予
定
の
２
０
２
５
年
版

の
販
売
店
な
ど
の
情

報
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　
財
政
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
６

「
法
の
日
週
間
」

無
料
法
律
相
談
会

　
裁
判
所
で
は
、
10
月
１
日
火
～

７
日
🈷
ま
で
を
「
法
の
日
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
法
律
問

題
に
つ
い
て
弁
護
士
が
30
分
間
無

料
で
面
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日

時　
９
月
30
日
🈷
～
10
月

6
日
日
・
９
時
30
分
～
19
時
30
分

※
相
談
時
間
帯
は
、
各
セ
ン
タ
ー

で
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
場

所　
福
岡
県
弁
護
士
会
北

九
州
部
会
の
各
相
談
セ
ン
タ
ー

●
定

員　
100
人
程
度
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
電
話（
要
予
約
）

●
申
込
開
始
日

　
９
月
13
日
金
・
９
時
か
ら

●
申
込
・
問
合
先

　
北
九
州
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎（
５
６
１
）０
３
６
０

市
民
体
育
祭
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
多
く
の
人
と
の
交
流
に
よ
る
中

間
市
の
活
性
化
や
参
加
者
の
健
康

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
綱
引

き
や
玉
入
れ
な
ど
を
種
目
と
す
る

市
民
体
育
祭
を
行
い
ま
す
。

　
飲
食
店
も
あ
り
ま
す
の
で
皆
さ

ん
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

徒
歩
で
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日

時

　
９
月
29
日
日
・
10
時
～
16
時

●
場

所　
中
間
小
学
校
運
動
場

※
雨
天
時
は
中
間
小
学
校
体
育
館

●
問
合
先　
Ｎ
Ｐ
О
法
人
中
間
市

地
域
活
性
化
協
議
会

　
☎
０
７
０（
７
６
４
０
）９
１
９
５

申し込みはこちら

厚生労働省 HP
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■ 点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　企画課広報係
　☎（２４６）６２７１

■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
企

画
課

広
報

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
https://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

koho@city.nakam
a.lg.jp

広
報

な
か

ま
令

和
６

年
９

月
号

No.1106
■

 今
回

の「
広

報
な

か
ま

」に
か

か
っ

た
経

費
は

１
部

約
20円

で
す

。
■ 「

広
報

な
か

ま
」の

配
布

は
発

行
日

か
ら

開
始

し
ま

す
。

み
な

さ
ん

の
お

手
元

に
３

日
以

内
で

お
届

け
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

小
学
生
力
士
が
頂
点
に
挑
む

７/26

～
相
撲
全
国
大
会
出
場
を
市
長
に
報
告
～

　

底
井
野
小
学
校
６
年
生
の

河か
わ
の野
煌き

ら

さ
ん
（
写
真
＝
左
）
と

中
間
小
学
校
５
年
生
の
副そ

え
じ
ま島

流り

ゅ

う

と

憂
斗
さ
ん
（
写
真
＝
右
）
が
予

選
で
好
成
績
を
収
め
、
第
39
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
の
県

代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
「
憧
れ
の
力
士

は
千
代
の
富
士
。
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
練
習
し
て
優
勝
し
た
い
」

と
話
し
、
副
島
さ
ん
は
「
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
い
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

走
っ
て
・
見
て
・
体
験
す
る

８/２

～
安
川
電
機
陸
上
教
室
・
ロ
ボ
ッ
ト
工
場
見
学
～

　
安
川
電
機
陸
上
部
О
Ｂ
を
指
導

講
師
と
し
た
陸
上
教
室
が
行
わ

れ
、
19
人
の
小
学
生
が
速
く
走
る

コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
初
め

て
参
加
し
た
中
間
東
小
学
校
３
年

生
の
濱は

ま
だ田
秀し

ゅ
う
さ
く策
さ
ん
は
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
経
験
の
あ
る
コ
ー
チ

と
対
抗
し
た
リ
レ
ー
が
楽
し
か
っ

た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
普
段
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
工
場
で
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
見
学
と
食
堂
体
験
。
夏
休
み
の

良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

歌
で
つ
な
ぐ
命
と
人
権

７/26

～
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
に
約
７
０
０
人
が
心
を
寄
せ
る
～

　
第
９
回
中
間
市
人
権
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
、
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
、
中
学
生
に
よ
る
人

権
作
文
発
表
会
。
第
２
部
で
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
シ
ン
ガ
ー
の
ち
ひ
ろ

さ
ん
が
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
作
曲

し
た
楽
曲
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　
「
自
分
自
身
を
信
じ
る
強
さ
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
ち
ひ
ろ

さ
ん
。
そ
の
優
し
い
歌
声
は
、
命

と
人
権
の
尊
さ
を
観
衆
の
心
に
深

く
届
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

灯
籠
に
託
す
想
い

８/15

～
お
盆
の
夕
空
と
遠
賀
川
に
映
る
故
人
と
の
思
い
出
～

　
市
役
所
前
河
川
敷
で
開
催
さ
れ

た
第
42
回
筑
前
中
間
川
ま
つ
り
。

　
大
切
な
人
を
偲
ぶ
人
た
ち
が
集

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
込
め
た

灯
籠
を
遠
賀
川
に
流
し
ま
し
た
。

　
夏
の
夕
空
の
下
、
灯
籠
の
明
か

り
が
川
面
に
映
る
情
景
。
灯
籠
を

見
つ
め
る
人
の
胸
に
は
、
故
人
と

の
思
い
出
が
、
そ
っ
と
溶
け
込
む

よ
う
に
寄
り
添
い
ま
す
。

　
あ
の
日
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

穏
や
か
な
ひ
と
と
き
が
、
ゆ
っ
く

り
と
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。


